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②-2 地質調査結果(WN2地点)(1/4)

○当該範囲のうち中間に位置するWN2地点において，地質調査を行った。

詳細調査位置図
(地理院地図及び産業技術総合研究所地質調査総合センター編

(2020)を基に当社作成)

0 1km

WN1地点
WN2地点

WN3地点

調査位置図
(産業技術総合研究所地質調査
総合センター編(2020)に加筆)

：洞爺火砕流堆積物

凡 例

ワイスホルン

泊発電所

共和町
幌似付近

ニセコアンヌプリ

0 4km

ワイスホルン北麓の
標高約120m以上の範囲

岩内平野

WN1地点

WN2地点

WN3地点

露頭写真
撮影方向

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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E.L. 233.0m

E.L. 226.0m

E.L. 232.0m

E.L. 231.0m

E.L. 230.0m

E.L. 229.0m

E.L. 228.0m

E.L. 227.0m

WN2地点露頭写真

拡大写真①範囲

拡大写真②範囲

拡大写真④範囲

礫混じりシルト
(風成層)

シルト質砂礫

表土(腐植土及びシルト質砂)

拡大写真③範囲

②-2 地質調査結果(WN2地点)(2/4)

0 2(m)

○当該範囲のうち中間に位置するWN2地点においては，以下の状況が認められる。
・下位からシルト質砂礫，礫混じりシルト及び表土(腐植土及びシルト質砂)からなる
・シルト質砂礫は，中礫サイズの亜角～亜円を呈する安山岩のクサリ礫を主体とし，基質はシルト質砂からなる
・層相変化が認められ，シルト優勢な箇所が認められる
・局所的に平行葉理が認められ，軽石は認められない
・礫混じりシルトは，シルトを主体とし，中礫サイズの角を呈する安山岩の硬質礫が混在する

○表土直下の礫混じりシルトは，シルトを主体とし，堆積構造が認められないことから，風成層と考えられる。

表土下面
風成層下面
拡大写真範囲
(拡大写真は次頁に示す)

→SN←

シルト優勢な箇所

局所的に
平行葉理が
認められる

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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拡大写真①

表土

礫混じりシルト
(風成層)

②-2 地質調査結果(WN2地点)(3/4)

拡大写真③ 拡大写真④

拡大写真②

シルト質砂礫

礫混じりシルト
(風成層)

平行葉理が
認められる

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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②-2 地質調査結果(WN2地点)(4/4)

角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.688-1.6911.730-1.7331.500-1.503
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Spｆｌ

1.688-1.6911.729-1.735
1.501-1.505

(1.502-1.503)
パミスタイプの
火山ガラス主体

Spfa-1

(参考)Spｆｌ及びSpfa-1の屈折率(町田・新井，2011より)

角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.674-1.684

1.711-1.761
(1.758-1.761, 
1.712-1.729

bimodal)

1.494-1.498
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Toya

(参考)洞爺火山灰(Toya)の屈折率(町田・新井，2011より)

○WN2地点においては，火山ガラスを多く含む堆積物は認められない。

表土下面
火山灰分析
試料採取位置

礫混じりシルト
(風成層)

シルト質砂礫

火山灰分析結果(WN2地点)

0 2(m)

E.L. 233.0m

E.L. 226.0m

E.L. 232.0m

E.L. 231.0m

E.L. 230.0m

E.L. 229.0m

E.L. 228.0m

E.L. 227.0m

WN2地点露頭写真

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

礫混じりシルト(風成層)

シルト質砂礫

表土
(腐植土及びシルト質砂)

→SN←

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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②-3 地質調査結果(WN3地点)(1/5)

○当該範囲のうち最も東側に位置するWN3地点において，地質調査を行った。

詳細調査位置図
(地理院地図及び産業技術総合研究所地質調査総合センター編

(2020)を基に当社作成)

0 1km

WN1地点
WN2地点

WN3地点

調査位置図
(産業技術総合研究所地質調査
総合センター編(2020)に加筆)

：洞爺火砕流堆積物

凡 例

ワイスホルン

泊発電所

共和町
幌似付近

ニセコアンヌプリ

0 4km

ワイスホルン北麓の
標高約120m以上の範囲

岩内平野

WN1地点

WN2地点

WN3地点

露頭写真
撮影方向

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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0 2(m)

②-3 地質調査結果(WN3地点)(2/5)

○当該範囲のうち最も東側に位置するWN3地点においては，以下の状況が認められる。
・シルト質砂礫及び表土(腐植土及びシルト質砂)からなる
・シルト質砂礫は，中～大礫サイズの角～亜円を呈する安山岩のクサリ礫を主体とし，基質はシルト質粗粒砂からなる
・局所的に礫混じりシルトが認められる
・軽石は認められない

表土下面
拡大写真範囲
(拡大写真は次頁に示す)

E.L. 224.0m

E.L. 217.0m

E.L. 223.0m

E.L. 222.0m

E.L. 221.0m

E.L. 220.0m

E.L. 219.0m

E.L. 218.0m

WN3地点露頭写真

拡大写真①範囲

拡大写真③範囲

拡大写真④範囲

拡大写真⑤範囲

拡大写真②範囲

シルト質砂礫

表土(腐植土及びシルト質砂)

S← →N

礫混じりシルト

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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②-3 地質調査結果(WN3地点)(3/5)

拡大写真④ 拡大写真⑤

拡大写真③拡大写真①

表土

シルト質砂礫

拡大写真②

表土

シルト質砂礫

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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表土

シルト質砂礫

②-3 地質調査結果(WN3地点)(4/5)

角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.688-1.6911.730-1.7331.500-1.503
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Spｆｌ

1.688-1.6911.729-1.735
1.501-1.505

(1.502-1.503)
パミスタイプの
火山ガラス主体

Spfa-1

(参考)Spｆｌ及びSpfa-1の屈折率(町田・新井，2011より)

角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.674-1.684

1.711-1.761
(1.758-1.761, 
1.712-1.729

bimodal)

1.494-1.498
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Toya

(参考)洞爺火山灰(Toya)の屈折率(町田・新井，2011より)

○WN3地点においては，表土(腐植土及びシルト質砂)を除き，火山ガラスを多く含む堆積物は認められない。
○WN3地点の表土(腐植土及びシルト質砂)については，洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスが421/3000粒子認められる※。

火山灰分析結果(WN3地点)
(1-1試料の主成分分析結果をP269に示す)

表土下面
火山灰分析試料採取位置0 2(m)

E.L. 224.0m

E.L. 217.0m

E.L. 223.0m

E.L. 222.0m

E.L. 221.0m

E.L. 220.0m

E.L. 219.0m

E.L. 218.0m

WN3地点露頭写真

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

シルト質砂礫

表土
(腐植土及びシルト質砂)

S← →N

※当該堆積物については，降下火砕物由来とした場合，洞爺火山灰(Toya)の二次堆積物bに区分されるが，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しい。

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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余白
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②-3 地質調査結果(火山灰分析結果)(5/5)

※1 町田・新井(2011)，※2 青木・町田(2006)

火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)(WN3地点(1-1試料))

２．３ 地質調査

２．３．６ ワイスホルン北麓における調査結果
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敷地前面海域の海底地質図

No.1試料採取位置

No.2試料採取位置

No.3試料採取位置

後志海山

凡 例

○敷地前面海域においては，右図に示す位置で地質調査(ピスト
ンコアラー調査)を実施している。

○なお，敷地前面海域は，敷地から汀線方向約50km，沖合方
向約35kmの範囲の海域及び弁慶岬周辺の海域である。

【ピストンコアラー調査結果】
○No.1～No.3試料採取位置の調査結果は以下のとおり。

・No.1試料採取位置で採取した柱状試料においては，14C法年
代測定値51,080y.B.P.以前を示す有孔虫化石の直下部にお
いてクッタラ第2火山灰(Kt-2)に対比される火山灰を確認し
ている。

・No.2試料採取位置で実施した柱状試料においては，主に火
山砕屑物からなる堆積物は認められない。

・No.3試料採取位置で採取した柱状試料においては，支笏第1
降下軽石(Spfa-1)に対比される火山灰を確認している。

： 地質調査結果掲載地点

敷地前面海域における調査結果の詳細については，H28.8.26審査会合資料「泊発電所 敷地前
面海域の地質層序(補足説明資料)」に記載。

弁慶岬

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(調査位置図)-)(1/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

２．３ 地質調査

２．３．７ 敷地前面海域における調査結果



271271

余白
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海上音波探査記録 測線k

○No.1試料採取位置は，Uesawa et al.(2022)によれば，クッタラ第2火山灰(Kt-2)の分布範囲に位置する(P127参照)。
○当該位置において，ピストンコアラーにより755cmの柱状試料を採取した。
○複数の深度において有孔虫化石を用いて14C法年代測定を実施しており，深度約653cmにおいて14C法年代測定値51,080y.B.P.以前※1が得られ，

その直下にクッタラ第2火山灰(Kt-2)に対比される火山灰を確認している(分析結果はP276参照)。
○当該堆積物は，火山ガラスを多く含む(78/200粒子)ことから，クッタラ第2火山灰(Kt-2)の純層(層厚5cm)に区分される※2。
○一方で，陸域に堆積したものが河川を流下し，堆積した可能性も考えられることから，二次堆積物aに区分される可能性も考えられる。

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.1試料採取位置)-)(2/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

深度
(㎝)

岩 相 絶対年代

0

800

700

600

500

400

300

200

100

深度：315㎝

深度：653㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
20,700±180 y.B.P.

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞51,080 y.B.P.

上面深度：253㎝

池原ほか(1996)のTL-2層に対比
15,500 y.B.P.

岩相対比

火山灰中の火山ガラス及び斜方
輝石の屈折率の類似性より，クッ
タラ第２火山灰(Kt-2)に対比

コア長：755㎝

上面深度：659㎝

深度：253㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
16,600±90 y.B.P.

深度：286㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
19,630±130 y.B.P.

深度：523㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞40,390 y.B.P.

深度：604㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞43,680 y.B.P.

231～260  強い生物擾乱 (260cm以浅)

431～438   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

446～451   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

511～529   暗色層（生物擾乱あり）

231          明瞭な色調境界 (上部：暗，下部：明）

253～290  細互層（生物擾乱）

311           細砂層

191～194   細砂層

504      粗粒砂をパッチ状に狭む

323～326   細互層

537～549   暗色層（生物擾乱あり）

688～755   フローイン

659～664   火山灰（クッタラ第2火山灰）

621～628    粗砂層
630～641   暗色層（生物擾乱あり）

473～486   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

360～362  暗色層（生物擾乱あり）

577～613   暗色層（生物擾乱,584～598cm)

凡 例

珪質粘土

砂層

火山灰

暗色層

細葉理

フローイン

総合柱状図

凡例

※1 14C法年代測定結果の詳細は，H28.9.30審査会合資料「泊発電所敷地前面及び周辺海域の地質層序補足説明資料」参照。
なお，本14C法年代測定に使用した機器の理論的な計測限界は，6万～6.5万年前程度である。

※2 火山ガラスの粒子数等に着目した，降下火砕物の純層又は二次堆積物への細区分の考え方については，P156～P157参照。

２．３ 地質調査

２．３．７ 敷地前面海域における調査結果
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深度208.0cm

深度0.0cm 深度6.0cm

深度6.0cm 深度106.5cm

深度106.5cm 深度208.0cm

深度307.3cm

深度307.3cm 深度407.6cm

深度407.6cm 深度507.8cm

深度507.8cm 深度607.8cm

深度607.8cm 深度705.3cm

深度705.3cm 深度755.3cm

火山灰(Kt-2)
深度659cm～664cm

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.1試料採取位置)-)(3/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

柱状試料No.1 コア写真

２．３ 地質調査

２．３．７ 敷地前面海域における調査結果
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海上音波探査記録 測線B-7

○No.3試料採取位置は，町田・新井(2011)及びUesawa et al.(2022)によれば，支笏第1降下軽石(Spfa-1)の分布範囲に位置しない(P125～
P127参照)。

○しかし，宝田(2022)においては，日本海(層厚0.1cm)，利尻島(層厚2cm)及び長万部付近(Tr：微量)において支笏第1降下軽石(Spfa-1)が確認
されており，これらの地点は，敷地前面海域を取り囲むように位置する(P128参照)。

○当該位置において，ピストンコアラーにより715cmの柱状試料を採取した。
○複数の深度において有孔虫化石を用いて14C法年代測定を実施しており，深度約707cmにおいて14C法年代測定値45,660y.B.P.以前※1が得られて

いる。
○深度約632cmにおいて，支笏第1降下軽石(Spfa-1)に対比される火山灰を確認している(分析結果はP276参照)。
○当該堆積物は，火山ガラスを多く含む(192/200粒子)ことから，支笏第1降下軽石(Spfa-1)の純層(層厚2cm)に区分される※2。
○一方で，陸域に堆積したものが河川を流下し，堆積した可能性も考えられることから，二次堆積物aに区分される可能性も考えられる。

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.3試料採取位置)-)(4/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

深度
(㎝)

岩 相 絶対年代

0

800

700

600

500

400

300

200

100

深度：418㎝

深度：707㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
23,570±160 y.B.P.

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞45,660 y.B.P.

池原ほか(1996)のTL-2層に対比
15,500 y.B.P.

岩相対比

火山灰中の火山ガラス及び
斜方輝石の屈折率の類似性
より，支笏第１火山灰(Spfa-1)に対
比

コア長：715㎝

池原ほか(1996)のTL-1層に対比
10,400 y.B.P.

上面深度：275㎝

上面深度：358㎝

上面深度：632㎝

深度：278㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
10,525±60 y.B.P.

275～282    細互層（強い生物擾乱あり）

358            明瞭な色調境界（軟Ｘ線写真で細互層を認める）

396～400 細粒砂タービダイト（上方細粒化を示す）
417～423 細互層（生物擾乱なし）
428～429 暗色層

491～497 暗色層（強い生物擾乱あり）

509～513 暗色層（強い生物擾乱あり）
524～540 暗色層（強い生物擾乱あり，

最下部(1cm厚)は細互層）

566～571 暗色層（強い生物擾乱あり）

632～634  火山灰（支笏第１火山灰）

664～688    暗色層（強い生物擾乱あり）

688～715    細互層（生物擾乱なし）

580～586 暗色層（強い生物擾乱あり）
592～603 暗色層（強い生物擾乱あり）

358以浅 暗色
358～388     明色

634～643 細互層

609～630 暗色層（強い生物擾乱あり）

凡 例

珪質粘土

砂層

火山灰

暗色層

細葉理

総合柱状図

凡例

※1 14C法年代測定結果の詳細は，H28.9.30審査会合資料「泊発電所敷地前面及び周辺海域の地質層序補足説明資料」参照。
※2 火山ガラスの粒子数等に着目した，降下火砕物の純層又は二次堆積物への細区分の考え方については，P156～P157参照。

２．３ 地質調査

２．３．７ 敷地前面海域における調査結果
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深度0.0cm 深度94.0cm

深度94.0cm 深度200.0cm

深度200.0cm 深度302.0cm

深度302.0cm 深度403.0cm

深度403.0cm 深度504.0cm

深度504.0cm 深度604.0cm

深度604.0cm 深度659.0cm

深度659.0cm 深度714.5cm

火山灰(Spfa-1)
深度632cm～634cm

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.3試料採取位置)-)(5/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

柱状試料No.3 コア写真

２．３ 地質調査

２．３．７ 敷地前面海域における調査結果
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火山灰分析結果(屈折率)

対比される
火山灰

屈折率
試料

角閃石斜方輝石火山ガラス

Kt-2検出されず1.712-1.7161.512-1.516
No.1試料採取位置

深度659cm

Spfa-11.683-1.692
1.714-1.718(23%)
1.729-1.734(77%)

1.500-1.503
No.3試料採取位置

深度632cm

1.674-1.6841.758-1.7611.494-1.498Toya
Toya，Kt-2及びSpfa-1の

屈折率
(町田・新井，2011より)

1.678-1.6841.712-1.7181.505-1.515Kt-2

1.688-1.6911.729-1.7351.501-1.505Spfa-1

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(火山灰分析結果)-)(6/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

２．３ 地質調査

２．３．７ 敷地前面海域における調査結果
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○地質調査において，敷地及び敷地近傍で確認した以下の火山噴出物を対象に，堆積物の分布及び層厚を整理した。
・洞爺火砕流本体※1

・ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)
・洞爺火山灰(Toya)※2

・阿蘇4火山灰(Aso-4)

○整理結果として，敷地及び敷地近傍における各火山噴出物堆積時の推定分布図を作成し，これに地質調査で確認した層厚も合わせて
示した。

○推定分布図は，以下の考えに基づき作成を行った。
・地質調査において各火山噴出物を確認した地点に加え，文献調査(P122～P128参照)において分布を示されている範囲を網羅す
る範囲とする。

・火山ガラスが混在する堆積物は，火山ガラスの粒子数が少なく，主に火山砕屑物からなるものではない(P156～P157参照)ことか
ら，当該堆積物のみが認められる調査地点は考慮しない。

(次頁へ続く)

降下火砕物を除く火山噴出物

降下火砕物

※1 当社は，洞爺火砕流堆積物のうち，目視可能な大きさの軽石が認められるものを，洞爺火砕流本体と呼称している。
※2 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，降下火砕物由来として示しているが，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しいと評価している。

火山学的調査(調査結果)(1/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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【推定分布図】
○以下に示す火山噴出物の推定分布図を次頁～P288に示す。

・洞爺火砕流本体
・ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)
・洞爺火山灰(Toya)
・阿蘇4火山灰(Aso-4)

○なお，地質調査において，敷地及び敷地近傍に分布が認められないものの，文献調査で分布が示されている火山噴出物は以下に示すとおり
であり，これらについては等層厚線図を参考としてP290～P291に示す。

・2000年有珠山噴火に伴い噴出した降下火砕物
・クッタラ第2火山灰(Kt-2)
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)
・白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)
・姶良Tn火山灰(AT)
・クッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)

(前頁からの続き)

降下火砕物を除く火山噴出物

降下火砕物

火山学的調査(調査結果)(2/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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○黒破線で示す範囲は，Goto et al.(2018)
において図示されていないものの，当該文
献において共和ダム付近(標高約100m)
まで分布が示されていることを踏まえ，同
標高付近まで分布しているものと推定して
いる。

○当該範囲は，Goto et al.(2018)において，洞爺火砕流の分布
は示されておらず，当社地質調査においても洞爺火砕流本体は
確認していないが，敷地のうちMm1段丘より低標高側に洞爺火
砕流本体が到達した可能性を否定できないと評価している。

○このため，敷地のMm1段丘堆積物の上面標高が約24mである
ことを踏まえ，当該範囲の標高20m以下を洞爺火砕流本体の
推定分布範囲とした。

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点

Mm1段丘露頭

C地点

B地点

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点

照岸地点

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流本体の推定分布範囲

○洞爺火砕流本体※1の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

【B-4ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：19.9m)

【B-5ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：22.0m)

【C-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：1.0m)

【露頭①】
洞爺火砕流堆積物(層厚：15m以上)※1 当社は，洞爺火砕流堆積物のうち，目視

可能な大きさの軽石が認められるものを，
洞爺火砕流本体と呼称している。

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火砕流本体-)(1/2) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※2

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※2

古宇川左岸地点※2

Mm1段丘露頭

C地点※2

B地点※2

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※2

照岸地点※2

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

文献調査における洞爺カルデラの
火山噴出物(降下火砕物除く)
(産業技術総合研究所
地質調査総合センター編(2020)
より作成)

約47km

洞爺カルデラ

※3

共和町幌似付近

泊発電所

敷地から半径10km以内の第四紀火山地質図

ニセコ・雷電火山群起源の火山噴出物

洞爺カルデラ起源の火山噴出物

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査
※2 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※3 Sanjo and Sugai(2023)によれば，洞爺カルデラから北方向に約47km離れた仁木町尾根内付近に洞爺火

砕流堆積物の露頭があるとされている。洞爺カルデラから当該露頭までの距離は，洞爺カルデラから共和町
幌似付近までの距離と同じである。

※4 Goto et al.(2018)においては，共和町幌似付近以西において洞爺火砕流堆積物は確認されていないもの
の，推定に基づき，幌似付近を越えて岩内湾まで分布が示されている。

：火砕流堆積物(中期更新世)(Tp)

：火砕流堆積物(中期更新世)(滝ノ上火砕流堆積物)

：火砕流堆積物(前期更新世後半)(壮瞥火砕流堆積物)

凡 例

：火山噴出物(降下火砕物除く)の最大到達距離

文献調査における洞爺火砕流
の分布と層厚※4

(Goto et al.(2018)に加筆)

(図中の数字は層厚を示す，単位：m)

洞爺カルデラ

岩内湾
共和町幌似

泊発電所

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火砕流本体-)(2/2) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※

古宇川左岸地点※

Mm1段丘露頭

C地点※

B地点※

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※

照岸地点※

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7
H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

文献調査におけるニセコ・雷電火山群の
火山噴出物(火砕流堆積物)の分布範囲

(産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)より作成)

ニセコ・雷電火山群
(イワオヌプリ)

泊発電所

凡 例

：火山岩(後期更新世，中間質)
：火山岩(中期更新世，中間質)
：火山岩(前期更新世後半，中間質)

ニセコ・雷電火山群起源の火山噴出物

洞爺カルデラ起源の火山噴出物

※複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。

敷地及び敷地近傍におけるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の推定分布範囲

○ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

【老古美地点②】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：3m以上)

【H29岩内-6ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.2m)

【H29岩内-1ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.9m)

【H29岩内-5ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：0.2m)

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)-) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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洞爺火山灰(Toya)の
推定分布範囲

共和町幌似

Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点

Mm1段丘露頭

C地点

B地点
F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点

照岸地点

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1
H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭
幌似露頭2

※1 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失して
いることから，当該地点の陸成層中の火山灰等と
記載されている堆積物については，敷地及び敷地
近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を行っている。
詳細は補足説明資料2.3.5章参照。

○地質調査において確認した洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物については，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難
しいと評価している。

○このため，降下火砕物又は火砕サージそれぞれの分布範囲を推定することは困難ではあるが，Uesawa(2023)等において，敷地及び敷地近傍の一帯は，
洞爺カルデラの降下火砕物(洞爺火山灰(Toya))の分布範囲として示されていることから，下図の通り降下火砕物としての推定分布図を作成した。

○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。
○当図のうち一部の範囲には火砕サージが分布するものと考えられる。

敷地及び敷地近傍における洞爺火山灰(Toya)の推定分布範囲

： 当該堆積物は，本頁において降下火砕物由
来として示しているが，火砕サージ由来か降下
火砕物由来かを厳密に区分することは難しい
と評価している。

【梨野舞納露頭】
Toyaの純層(層厚：30cm)

【H29岩内-5ボーリング】
Toyaの純層(層厚：少なくとも70cm)

【H29岩内-2ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【H29岩内-3ボーリング】
Toyaの純層又はToyaの二次堆積物b
(層厚：合計16cm)

【照岸13ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【照岸15ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：40cm)

【神恵内1-1ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【神恵内12ボーリング】
Toyaの純層(層厚：20cm)

【神恵内13ボーリング】
Toyaの純層(層厚：50cm)

【神恵内16ボーリング】
Toyaの純層(層厚：17cm)

【神恵内M-3ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：15cm)
Toyaの純層(層厚：5cm)

【神恵内M-1ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)】※1

陸成層
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及び
対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

・洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物若し
くは阿蘇4火山灰(Aso-4)の純層又は二次堆積物に対
比される可能性もあるが，噴出年代及び給源が不明な
降下火砕物である可能性を否定できない

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火山灰(Toya)-)(1/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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文献調査における洞爺カルデラの降下火砕物(洞爺火山灰(Toya))の分布範囲※3

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社提供の地形図を使用)

※2 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※3 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。等層厚線の間隔は，10cm

間隔で示す。

泊発電所

10

20

30

0

敷地から半径10km以内の第四紀火山地質図

ニセコ・雷電火山群起源の火山噴出物

洞爺カルデラ起源の火山噴出物

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5C-2

茶津地点(A地点)※2

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※2

古宇川左岸地点※2

Mm1段丘露頭

C地点※2

B地点※2

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※2

照岸地点※2

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭幌似露頭2

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火山灰(Toya)-)(2/2) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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【神恵内M-2ボーリング】
Aso-4の純層(層厚：5cm)

【F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)】※4

陸成層
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及
び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆
積物

・洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物
若しくは阿蘇4火山灰(Aso-4)の純層又は二次堆
積物に対比される可能性もある

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

ニセコ・雷電火山群起源の火山噴出物

洞爺カルデラ起源の火山噴出物

※1 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※2 等層厚線の中心部が不自然な眼鏡様を呈するのは，ArcGISの内挿補完

によって生じた見かけ上のものである。
※3 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。

等層厚線の間隔は5cm間隔。分布範囲外縁部が直線的な箇所は，解析
範囲外であることを示す。

※4 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，当該地
点の陸成層中の火山灰等と記載されている堆積物については，敷地及
び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を行っている。詳細は補足説
明資料2.3.5章参照。

文献調査における阿蘇4火山灰(Aso-4)の分布範囲※2,3

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社
提供の地形図を使用)

泊発電所

5
10

15

20

0

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※1

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点※1

Mm1段丘露頭

C地点※1

B地点※1

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※1

照岸地点※1

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

敷地及び敷地近傍における阿蘇4火山灰(Aso-4)の推定分布範囲

○阿蘇4火山灰(Aso-4)の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

阿蘇4火山灰
(Aso-4)の
推定分布範囲

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 阿蘇4火山灰(Aso-4)-) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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余白
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敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物の層厚分布図※2

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社提供の地形図を使用)

※1 敷地はごく微量の降灰(層厚<0.01mm)範囲に位置する。
※2 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。等層厚線の間隔は，B-Tm及びAso-4は5cm間隔，それ以外は

10cm間隔で示す。分布範囲外縁部が直線的な箇所は，解析範囲外であることを示す。

○地質調査において，敷地及び敷地近傍に分布が認められないものの，文献調査で分布が示されている火山噴出物の等層厚線図を以下
及び次頁に示す。

敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある
降下火砕物の等層厚線図

(町田・新井(2011)より当社が作成)

クッタラ第2火山灰(Kt-2)

泊発電所

10
20

0

2000年有珠山噴火(4月4日)に伴い噴出した降下火砕物※1

泊発電所

0

白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)

泊発電所

510 0

姶良Tn火山灰(AT)

泊発電所

10

20
30

0

50

1
0

泊発電所

クッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)

火山学的調査((参考)降下火砕物の分布)(1/2) 再掲(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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○町田・新井(2011)及びUesawa et al.(2022)の確認では抽出されないものの，より最新の知見に基づき，敷地及び敷地近傍に到達し
た可能性のある降下火砕物として，以下の文献のとおり，支笏第1降下軽石(Spfa-1)が抽出される。

○最新の野外地質調査と既存文献調査に基づき支笏火砕流堆積物及び支笏第1降下軽石(Spfa-1)の分布範囲及び層厚等をまとめた
宝田ほか(2022)によれば，等層厚線図範囲内(>2cm)に敷地は含まれていないものの，敷地の北方に位置する日本海(層厚0.1㎝)や
利尻島(層厚2cm)，敷地の南方に位置する長万部付近(Tr：微量)において確認されていることを踏まえると，敷地及び敷地近傍に支笏
第1降下軽石(Spfa-1)が到達した(降灰した)可能性が考えられる。

支笏第1降下軽石(Spfa-1)の層厚分布図(宝田ほか(2022)に加筆)

泊発電所

2

4

8

16

32

火山学的調査((参考)降下火砕物の分布)(2/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)

２．４ 火山学的調査
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【まとめ】 一部修正(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価

設計対応不可能な火山事象である火砕流が敷地に到達した可能性に関する評価結果

○支笏カルデラ及び倶多楽・登別火山群は，最大規模の噴火に伴う設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性はないものと判断される。
○洞爺カルデラは，最大規模の噴火に伴う設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性を否定できない。

※倶多楽・登別火山群と敷地との間にKt-7(plf)の分布を示した文献が認められず，当社地質調査の結果，敷地及び敷地近傍にKt-7(pfl)は認められないことから，敷地方向の最大到達距離は示していない。

○地理的領域にある32火山のうち，過去に巨大噴火が発生した火山は，支笏カルデラ，倶多楽・登別火山群及び洞爺カルデラである(本
編資料4.1.1章参照)。

○上記3火山の最大規模の噴出物は，それぞれSp-1(支笏火砕流堆積物(Spfl)及び支笏第1降下軽石(Spfa-1))，Kt-7(pfa及びpfl)
及びTp(洞爺火山灰(Toya)及び洞爺火砕流)である。

○Sp-1，Kt-7及びTpのうち，設計対応不可能な火山事象である火砕流が敷地に到達した可能性について，下表のとおり評価を行った。

評価結果

敷地方向の分布状況敷地方向の最大到達地点文献に基づく最大到達地点
最大規模の

噴出物
敷地から
の距離

火山
地質調査文献特記事項給源からの距離

(敷地からの距離)

給源から
の方角

給源から
の距離

給源から
の方角

○支笏火砕流堆積物(Spfl)は，給源から敷地方向に層
厚を減じながら尻別川沿いを流下したものと考えられ，
羊蹄山北側地点においては，再堆積層が認められる。

○羊蹄山北側地点を含む俱知安盆地については，盆地
全体が支笏火砕流堆積物に覆われ，敷地に最も近い
倶知安盆地北西端地点まで火砕流が到達していた
可能性は否定できない。

○しかし，当該地点よりもさらに敷地方向に位置する倶
知安峠を越えてから，敷地までの間には支笏火砕流
堆積物又はその二次堆積物の分布を示した文献等も
認められないことから，敷地には到達していないと判
断される。

なし：
敷地近傍
～敷地

なし：
倶知安峠
～敷地

羊蹄山北側地点伊達市館山町

Sp-1：
支笏火砕流
堆積物(Spfl)，
支笏第1降下
軽石(Spfa-1))

74.8km
支笏

カルデラ

○古倶知安湖に直接又
は間接的に流入した支
笏火砕流が湖底に厚く
堆積した再堆積層

○当該地点を含む倶知安
盆地のうち，敷地に最
も近い倶知安盆地北
西端地点の給源からの
距離
約54km(敷地からの
距離は約22km)

約48km
(約28km)

北西約52km南西

○Kt-7(pfl)は，給源と敷地の間にはオロフレ山-ホロホ
ロ山が認められ，敷地までの間にはKt-7(pfl)の分布
を示した文献等も認められないことから，敷地には到
達していないと判断される。

なし：
敷地近傍
～敷地

なし：
給源～

敷地
ー※

厚真町

Kt-7：pfa，pfl80.5km
倶多楽・

登別火山群 約63km南西

○洞爺火砕流堆積物は，敷地方向に向かって堀株川沿
いを流下し敷地のうちMm1段丘より低標高側に洞爺
火砕流本体が，Mm1段丘より高標高側については火
砕サージが到達した可能性を否定できないものと評価
した。

あり：
敷地近傍
(共和町幌
似付近)

あり：
敷地近傍
(共和町幌
似付近)

敷地近傍のうち共和町幌似付近
C-2ボーリング地点

安平町追分春日Tp：
洞爺火山灰
(Toya)，
洞爺火砕流

54.8km
洞爺

カルデラ
ー

約48km
(約8km)

北～北西約85km東
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○支笏カルデラの最大規模の噴出物であるSp-1のうち，支笏火砕流堆積物(Spfl)が敷地に到達した可能性について検討を行った。
○検討は，文献に示される支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離と層厚の確認(次頁参照)並びに文献及び当社地質調査を踏まえた，

敷地周辺における支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布状況の確認(P296～P299参照)に基づき実施した。

①-1 支笏火砕流(まとめ) 一部修正(R5/7/7審査会合)

○支笏火砕流は，給源から敷地方向に層厚を減じながら尻別川沿いを流下したものと考えられ，給源から約42km(敷地からの距離約
40km)の真狩村付近まで火砕流堆積物が認められる。

○より敷地に近い羊蹄山北側地点(給源から約48km, 敷地から約28km)付近においては，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支
笏火砕流が湖底に厚く堆積したrework(再堆積層)が認められる。

○再堆積層が認められる各地点の地質状況，標高及び地形状況を踏まえると，盆地全体が古倶知安湖に直接または間接的に流入した支
笏火砕流堆積物に覆われ，敷地に最も近い俱知安盆地北西端地点まで火砕流が到達していた可能性は否定できず，この場合，敷地方
向における支笏火砕流の最大到達距離は約54km(敷地からの距離約22km)となる。

○倶知安盆地北西端地点よりもさらに敷地方向に位置する倶知安峠(現河床との比高約80m)を越えてから，敷地までの間には支笏火砕
流堆積物(Spfl)又はその二次堆積物の分布を示した文献等も認められないことから，敷地には到達していないと判断される。

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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○支笏火砕流堆積物(Spfl)は支笏カルデラ周辺に広範囲に認められ，rework(再堆積層)も含めた，火砕流堆積物確認地点に基づく敷地
方向の最大到達地点は，宝田ほか(2022)に示される羊蹄山北側地点※(約48km)である。

○支笏カルデラから全方向を考慮した場合，火砕流堆積物確認地点に基づく支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離は，宝田ほか
(2022)に示される支笏カルデラから南西方向に位置する伊達市館山町までの約52kmであり，層厚は1mである。

○支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布範囲を確認するため，支笏カルデラの火山噴出物の分布を示す代表文献である宝田ほか(2022)，敷
地方向の最大到達地点付近の支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布・性状を明らかにしている嵯峨山ほか(2021)及び井上ほか(2022)を
確認した(P24～P28参照)。

○支笏火砕流堆積物(Spfl)は，支笏カルデラ周辺に広範囲に認められ，敷地方向においては，宝田ほか(2022)に示される給源から約
42km(敷地からの距離約40km)の羊蹄山南東側の真狩村付近まで認められ，層厚は0.15～0.05mである。

○真狩村付近からさらに敷地方向に向かって，給源から約48kmの地点である羊蹄山北側地点※(敷地からの距離約28km)においては，
宝田ほか(2022)によってrework(再堆積層)が認められ，層厚は5mである。

○また，羊蹄山北側地点の約1.5km～3km南西の地点※においては，嵯峨山ほか(2021)及び井上ほか(2022)によって，層厚は不明であ
るものの，支笏火砕流堆積物(Spfl)の再堆積物が記載されている。

○支笏カルデラから全方向を考慮した場合，文献に示される火砕流堆積物確認地点に基づく支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離は，
宝田ほか(2022)に示される支笏カルデラから南西方向に位置する伊達市館山町までの約52kmであり，層厚は1mである。

①-2 支笏火砕流(文献に示される支笏火砕流の最大到達距離と層厚の確認)

※これらの地点の支笏火砕流堆積物は，rework或いは再堆積層とされているが，Nakagawa et al.(2016)による記載も踏まえると，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支笏火砕流が，湖底に厚く堆積し
た堆積物と考えられることから，敷地方向の最大到達地点と評価した(P26～P27参照)。

一部修正(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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○文献に示される，火砕流堆積物確認地点に基づく敷地方向の支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達地点(羊蹄山北側地点)より，さらに
敷地方向に向かって，支笏火砕流が到達した可能性について，以下の検討を行った。

・支笏カルデラから敷地方向に向かい，尻別川沿い及び堀株川沿いの地形断面図を作成し，文献に示される火砕流堆積物確認地点を
投影することで，流路に沿った地形状況と火砕流堆積物の層厚変化を把握した(次頁参照)。

・文献に示される火砕流堆積物確認地点周辺の地質図幅，分布標高及び地形状況を基に，支笏火砕流の到達が否定できない範囲を推
定した(P298参照)。

・文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況を確認した。

①-3 支笏火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認)(1/4)

○支笏火砕流堆積物(Spfl)は，給源から真狩村付近に向かって層厚を減じながら尻別川沿いを流下したものと考えられ，その層厚は真狩
村付近で0.15～0.05m程度まで減少している※。

○真狩村付近より敷地方向の羊蹄山北側地点(敷地からの距離約28km)付近においては，宝田ほか(2022)，嵯峨山ほか(2021)及び
井上ほか(2022)により，支笏火砕流堆積物の再堆積層(層厚最大5m)が示されているが，Nakagawa et al.(2016)による記載も踏ま
えると，これらの堆積物については，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支笏火砕流が，湖底に厚く堆積したものと考えられる。

○上記の再堆積層が確認される各地点は，地質図幅において古倶知安湖に堆積したと考えられる倶知安盆地堆積物(Kc)とされる地質分
布域に属しており，各地点の標高及び倶知安盆地の地形状況も踏まえると，盆地全体が古倶知安湖に直接または間接的に流入した支
笏火砕流堆積物に覆われ，敷地に最も近い俱知安盆地北西端地点まで火砕流が到達していた可能性は否定できない(P298参照)。

○この場合，敷地方向における支笏火砕流の最大到達距離は約54km(敷地からの距離約22km)となる(P298参照)。
○しかし，倶知安盆地北西端地点よりもさらに敷地方向に位置する倶知安峠(現河床との比高約80m)を越えてから，敷地までの間には支

笏火砕流堆積物(Spfl)又はその二次堆積物の分布を示した文献は認められない。
○また，当社地質調査の結果，敷地及び敷地近傍に支笏火砕流堆積物(Spfl)は認められない(P299参照)。

一部修正(R5/7/7審査会合)

※このことは，支笏火砕流堆積物の火口からの距離と層厚の関係には，距離の増加に応じ層厚がさらに小さくなる傾向が認められるとする山元(2016)及び宝田ほか(2022)のレビュー結果(R5.7.7審査会合
補足説明資料2の3章)と調和的である。

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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倶知安峠

泊発電所

7

5

約80m

A-B測線の地形断面図※と火砕流堆積物の分布(地理院地図を基に作成)

標
高

(
m

)

支笏湖西縁からの川沿いの距離(km)

0.150.05

層厚不明

真狩村 尻別岳
羊蹄山北
側地点

美笛峠

(主にSpflからなる)

?

Spfl噴出時
の推定地形

25

100

喜茂別町双葉 旧千歳鉱山

40

30

20

約100倍に高さ誇張

Spfl分布位置

Spfl二次堆積物(rework)位置

倶知安盆地

羊蹄山

泊発電所

ワイスホルン

倶知安峠

喜茂別

B

A

A-B測線の地形断面位置図(地理院地図を基に作成)

尻別岳

真狩村

5(rework)

0.05

0.04

7

※地形断面図の作成に当たっては，宝田ほか(2022)，山元(2016)，嵯峨山ほか(2021)及び井上ほか(2022)で示される支笏火砕流堆積物(Spfl)の位置を投影し，その層厚をプロットした。ここでは，支笏
火砕流堆積物の標高が火砕流堆積物の底面であると仮定し，尻別川沿いに投影している。

美笛峠

0.15

25
100

20
40

30

Spfl分布

Spfl二次堆積物

※数字は層厚(m)

倶知安盆地
北西端地点

給源から約52kmの範囲(伊達市館山町相当)

堆積物確認地点に
基づく最大到達範囲

地質状況，標高・地形状況を踏
まえ，到達が否定できない範囲

一部修正(R5/7/7審査会合)

火砕流本体の堆積

物確認地点に基づ

く最大到達範囲

①-3 支笏火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認)(2/4)

倶知安盆地
北西端地点

(rework)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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一部修正(R5/7/7審査会合)①-3 支笏火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認)(3/4)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価

尻別川沿いの標高200m以下のおおよその範囲(支笏火砕流
到達時の古倶知安湖の推定分布域)

羊蹄山周辺の支笏火砕流堆積物の分布(宝田ほか(2022)に加筆)

・20万分の1地質図幅「岩内(第2版)」(石田ほか, 1991)によれば，倶知安
盆地堆積物(Kc)と呼ばれる凝灰質砂，軽石，礫及びシルト層が，現在の倶
知安市街地を取り囲むように，標高180～210m程度に分布するとされ，同
範囲に広がっていた古倶知安湖に堆積したものと考えられる。

・支笏火砕流堆積物の再堆積層が認められる各地点は，倶知安盆地堆積物
の分布範囲上に位置しており，各地点の標高が以下の通り概ね200m程度
であることを踏まえると，少なくとも倶知安盆地の標高約200m程度までは
古倶知安湖に水没していたと考えられ，盆地全体が古倶知安湖に直接また
は間接的に流入した支笏火砕流堆積物に覆われ，敷地に最も近い俱知安
盆地北西端地点まで火砕流が到達していた可能性は否定できない。
・羊蹄山北側地点(宝田ほか, 2022)：露頭の具体的な標高は当該文献中に記され
ていないものの，地形図から読み取った露頭基部の標高は約198mと推定される。

・G-4露頭地点(嵯峨山ほか,2021)：当該文献によると，作業場面(露頭基部)の
標高は199mとされている。

・自衛隊駐屯地地点(井上ほか,2022)：当該文献によると，支笏火砕流堆積物の
再堆積層が認められる法面の標高は，181.88～188.88mとされている。

・この場合，敷地方向における支笏火砕流の最大到達距離は約54km(敷地
からの距離約22km)となる。

石田ほか(1991)による倶知安盆地堆積物(Kc)の分布範囲

10km

敷地方向

給源からの流下方向

自衛隊駐屯地の支笏火砕流
堆積物(再堆積層)分布地点

(井上ほか,2022)

G-4露頭の支笏火砕流堆
積物(再堆積物)分布地点

(嵯峨山ほか,2021)

倶知安盆地北西端地点
(古倶知安湖の推定分布域のう

ち，最も敷地に近い地点)

羊蹄山北側地点
(宝田ほか(2022)により，
支笏火砕流堆積物(rework)
を確認している地点)

5km

泊発電所

右図範囲

支笏火砕流堆積物の分布
(産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)に加筆)

倶知安峠



299299

共和町
幌似Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点
(A地点)※4

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※4

古宇川左岸地点※4

Mm1段丘露頭

C地点※4
B地点※4

F-1断層開削
調査箇所※3

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1※5

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※4

照岸地点※4

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6

C-3

H26共和-5
H26共和-6

H26共和-7
H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭※5
幌似露頭2※5

敷地及び敷地近傍において火山噴出物が認められる地点

※3 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，
当該地点の陸成層中の火山灰等と記載されている堆積物につ
いては，敷地及び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を
行っている。詳細は2.3.5章参照。

※4 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※5 敷地近傍の共和台地に位置するこれらの露頭において認められ

る堆積物については，R3.10.14審査会合以降に実施した追加
地質調査・火山灰分析の結果，いずれも火山噴出物ではないと
評価している。詳細は2.3.3章及び2.3.4章並びにR5.7.7審査会
合補足説明資料2の1.1章参照。

【照岸13ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【照岸14ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：40cm)

【照岸15ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：40cm)

【神恵内1-1ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【神恵内12ボーリング】
Toyaの純層(層厚：20cm)

【神恵内13ボーリング】
Toyaの純層(層厚：50cm)

【神恵内16ボーリング】
Toyaの純層(層厚：17cm)

【B-3ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：12.2m)

【B-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：13.1m)

【B-4ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：19.9m)

【B-5ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：22.0m)

【C-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：2.2m)
洞爺火砕流堆積物(層厚：1.0m)

【露頭①】
洞爺火砕流堆積物(層厚：15m以上)

【B-7ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：8.2m)

【C-1ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：17.6m)

【B地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【C地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが
混在する堆積物

【H29岩内-5ボーリング】
Toyaの純層(層厚：少なくとも70cm)
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：0.2m)

【H29岩内-2ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：33cm)
Toyaの純層(層厚：10cm)

【H29岩内-3ボーリング】
Toyaの純層又はToyaの二次堆積物b(層厚：合計16cm)

【老古美地点②】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：3m以上)

【H29岩内-6ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.2m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：20.6m)

【H29岩内-1ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.9m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：23.3m)

【A地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【神恵内M-1ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【神恵内M-2ボーリング】
Aso-4の二次堆積物b(層厚：5cm)
Aso-4の純層(層厚：5cm)
Toyaの二次堆積物b(層厚：13cm)

【神恵内M-3ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：15cm)
Toyaの純層(層厚：5cm)

【梨野舞納露頭】
Toyaの二次堆積物b(層厚：30cm)
Toyaの純層(層厚：30cm)

※1 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，本頁において降下火砕物由来として示している
が，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しいと評価している(詳細はR5.7.7
審査会合補足説明資料2の1章参照)。

※2 敷地には，主に火山砕屑物からなるものではないが，支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)
及び対象火山灰が混在する堆積物が認められる(詳細は2.3.5章参照)。

①-3 支笏火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認)(4/4) 一部修正(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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②-1 Kt-7 pfl(まとめ)

○倶多楽・登別火山群の最大規模の噴出物であるKt-7のうち，火砕流が敷地に到達した可能性について検討を行った。
○検討は，文献に示されるKt-7(pfl)の最大到達距離と層厚の確認(次頁参照)並びに文献及び当社地質調査を踏まえた，敷地周辺にお

けるKt-7(pfl)の分布状況の確認(P302～P303参照)に基づき実施した。

○Kt-7(pfl)は，給源から敷地までの距離(80.5km)と比較し最大到達距離(厚真町付近：約63km)が小さく，給源と敷地の間にはオロフ
レ山-ホロホロ山が認められ，敷地までの間にはKt-7(pfl)の分布を示した文献等も認められないことから，敷地には到達していないと判
断される。

一部修正(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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○倶多楽・登別火山群起源の火砕流堆積物の分布範囲を確認するため，倶多楽・登別火山群起源の火山噴出物の分布を示している産業
技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)及びAmma-Miyasaka et al.(2020)を確認した(P40参照)。

○これらの文献に基づくと，倶多楽・登別火山群起源の火砕流堆積物の分布範囲として示される範囲は，山体近傍に限定されるものの，
Amma-Miyasaka et al.(2020)によれば，倶多楽・登別火山群から北東方向に位置する厚真町付近においてKt-7(pumice flow 
deposit)が認められる。

○上記地点は，火砕流(Kt-7)の最大到達地点に当たり，その距離は約63km，層厚は0.2mである。

○倶多楽・登別火山群起源の火砕流堆積物のうちKt-7(pfl)は，倶多楽・登別火山群から北東方向に位置する厚真町付近に認められる。
○Kt-7(pfl)の最大到達距離は，Amma-Miyasaka et al.(2020)に示される倶多楽・登別火山群から北東方向に位置する厚真町付近ま

での約63kmであり，層厚は0.2mである。

②-2 Kt-7 pfl(文献に示されるpflの最大到達距離と層厚の確認) 一部修正(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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A-B測線の地形断面図※(地理院地図を基に作成)

標
高

(
m

)

倶多楽・登別火山群からの距離(km)

約70倍に高さ誇張

尻別岳

広島峠

倶多楽湖

四方嶺

長流川

オロフレ山

ホロホロ山

オロフレ山ーホロホロ山間の鞍部

※地形断面図作成に当たっては以下の点に留意した。
・Kt-7の詳しい噴出源は不明であるため，中野ほか編(2013)において倶多楽・登別火山群の代表点として示されている四方嶺を始点とした。
・オロフレ山～ホロホロ山間の鞍部については，最も標高の低い地点(現標高は876m)を通るよう測線を設定した。
・現在の長流川と尻別川水系の分水界をなす広島峠は，主に支笏火砕流堆積物(Spfl)で構成されるため，Kt-7噴出時とは地形が異なる可能性があるが，峠を構成する支笏火砕流堆積物(Spfl)の層厚が不明
であるため，現在の地形で測線を設定した。
・Kt-7の噴出年代(90-85ka)を踏まえると，噴出時には現在の羊蹄山は存在しなかったと考えられるが，低地が広がっていたと仮定し，現在の尻別川沿いに測線を設定した。

倶知安峠

(主に新第三紀の火成岩からなる)

主にSpflからなる

?

○倶多楽・登別火山群から敷地方向に向かい，長流川沿い，尻別川沿い及び堀株川沿いの地形断面図を作成した。

○倶多楽・登別火山群と敷地の間には，オロフレ山及びホロホロ山が認められ，さらに敷地方向に向かって，敷地までの間にKt-7(pfl)の分布を示した
文献も認められない。

○当社地質調査の結果，敷地及び敷地近傍にKt-7(pfl)は認められない(次頁参照)。

尻別岳羊蹄山

A-B測線の地形断面位置図(地理院地図を基に作成)

Kt-7噴出時
の推定地形

②-3 Kt-7 pfl(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺におけるKt-7pflの分布状況確認)(1/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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共和町
幌似Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点
(A地点)※4

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※4

古宇川左岸地点※4

Mm1段丘露頭

C地点※4
B地点※4

F-1断層開削
調査箇所※3

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1※5

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※4

照岸地点※4

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6

C-3

H26共和-5
H26共和-6

H26共和-7
H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭※5
幌似露頭2※5

敷地及び敷地近傍において火山噴出物が認められる地点

【照岸13ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【照岸14ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：40cm)

【照岸15ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：40cm)

【神恵内1-1ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【神恵内12ボーリング】
Toyaの純層(層厚：20cm)

【神恵内13ボーリング】
Toyaの純層(層厚：50cm)

【神恵内16ボーリング】
Toyaの純層(層厚：17cm)

【B-3ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：12.2m)

【B-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：13.1m)

【B-4ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：19.9m)

【B-5ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：22.0m)

【C-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：2.2m)
洞爺火砕流堆積物(層厚：1.0m)

【露頭①】
洞爺火砕流堆積物(層厚：15m以上)

【B-7ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：8.2m)

【C-1ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：17.6m)

【B地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【C地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが
混在する堆積物

【H29岩内-5ボーリング】
Toyaの純層(層厚：少なくとも70cm)
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：0.2m)

【H29岩内-2ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：33cm)
Toyaの純層(層厚：10cm)

【H29岩内-3ボーリング】
Toyaの純層又はToyaの二次堆積物b(層厚：合計16cm)

【老古美地点②】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：3m以上)

【H29岩内-6ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.2m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：20.6m)

【H29岩内-1ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.9m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：23.3m)

【A地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【神恵内M-1ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【神恵内M-2ボーリング】
Aso-4の二次堆積物b(層厚：5cm)
Aso-4の純層(層厚：5cm)
Toyaの二次堆積物b(層厚：13cm)

【神恵内M-3ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：15cm)
Toyaの純層(層厚：5cm)

【梨野舞納露頭】
Toyaの二次堆積物b(層厚：30cm)
Toyaの純層(層厚：30cm)

一部修正(R5/7/7審査会合)②-3 Kt-7 pfl(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺におけるKt-7pflの分布状況確認)(2/2)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価

※3 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，
当該地点の陸成層中の火山灰等と記載されている堆積物につ
いては，敷地及び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を
行っている。詳細は2.3.5章参照。

※4 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※5 敷地近傍の共和台地に位置するこれらの露頭において認められ

る堆積物については，R3.10.14審査会合以降に実施した追加
地質調査・火山灰分析の結果，いずれも火山噴出物ではないと
評価している。詳細は2.3.3章及び2.3.4章並びにR5.7.7審査会
合補足説明資料2の1.1章参照。

※1 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，本頁において降下火砕物由来として示している
が，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しいと評価している(詳細はR5.7.7
審査会合補足説明資料2の1章参照)。

※2 敷地には，主に火山砕屑物からなるものではないが，支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)
及び対象火山灰が混在する堆積物が認められる(詳細は2.3.5章参照)。
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○洞爺カルデラの最大規模の噴出物であるTpのうち，洞爺火砕流が敷地に到達した可能性について検討を行った。
○検討は，文献に示される洞爺火砕流の最大到達距離と層厚の確認(次頁確認)並びに文献及び当社地質調査を踏まえた，敷地及び敷

地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況の確認(P306～P312参照)に基づき実施した。

③-1 洞爺火砕流(まとめ)

○敷地のうちMm1段丘より低標高側に洞爺火砕流本体が到達した可能性を否定できない。
○また，敷地のうち，Mm1段丘より高標高側については，火砕サージが到達した可能性を否定できない。

一部修正(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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③-2 洞爺火砕流(文献に示される洞爺火砕流の最大到達距離と層厚の確認)

○洞爺火砕流堆積物の分布範囲を確認するため，以下の文献を確認した。
【産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)確認結果】(P48参照) 

○同文献に基づくと，洞爺火砕流堆積物は，洞爺カルデラ周辺に広範囲に認められ，敷地方向(北～北西方向)では共和町幌似付近ま
で認められる。

○洞爺火砕流堆積物の最大到達距離は，洞爺カルデラから敷地方向(北～北西方向)に位置する共和町幌似付近までの約47kmである。
【Goto et al.(2018)及び産業技術総合研究所(2022)確認結果】(P53～P61参照) 

○これらの文献に基づくと，敷地方向(北～北西方向)では共和町幌似付近まで洞爺火砕流堆積物(層厚は最大で22m；産業技術総合
研究所, 2022)が確認され，この状況は産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)と調和的である。

○これらの文献に基づくと，堆積物は確認されていないものの，推定に基づき，共和町幌似付近を越えて岩内湾まで洞爺火砕流堆積物が
分布が示されている。

○Goto et al.(2018)によれば，共和町幌似付近で確認される洞爺火砕流堆積物は，最も広範囲に広がっていることが示唆されるUnit2
に区分されるものである。

○一方で，産業技術総合研究所(2022)によれば，共和町幌似付近で確認される洞爺火砕流堆積物は，最も広範囲に広がっていること
が示唆されるUnit5に区分されるものである。

【Amma-Miyasaka et al.(2020)確認結果】(P62～P63参照) 
○同文献に示される洞爺火砕流堆積物の最大到達距離は，洞爺カルデラから東方向に位置する苫小牧市錦岡(P3地点)までの約47km

であり，層厚は1.75mである。
○同文献において，洞爺カルデラから東～北東方向に位置する調査地点(DN2，DC及びDS5地点)で確認される洞爺カルデラ形成噴火

噴出物は，数mm以下の軽石を含む基質支持の堆積物であることから，火砕サージ堆積物であるとしている。
○当該火砕サージ堆積物の最大到達距離は，洞爺カルデラから北東方向に位置する安平町追分春日(DN2地点)までの約85kmであり，

層厚は0.25m以下である。
【産業技術総合研究所(2021)確認結果】(P64参照) 

○同文献に基づくと，洞爺カルデラ形成噴火噴出物である火砕サージ堆積物の最大到達距離は，洞爺カルデラから北東方向に位置する
千歳市までの約80kmであり，層厚は約0.4mである。

○洞爺火砕流は，洞爺カルデラ周辺の広範囲に認められ，敷地方向の最遠方分布地点としては，敷地近傍に位置する共和町幌似付近
(洞爺カルデラから約47km)まで認められる(最大層厚22m)。

○洞爺火砕流の最大到達距離は，Amma-Miyasaka et al.(2020)に示される洞爺カルデラから東方向に位置する安平町追分春日までの
約85km(火砕サージ堆積物を確認)であり，給源から敷地までの距離(54.8km)と比較して大きく，層厚は0.25m以下である。

再掲(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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○敷地及び敷地近傍の当社地質調査における洞爺火砕流堆積物の分布は以下のとおり(R5.7.7審査会合補足説明資料2の1章参照)。
［敷地近傍］

○共和町幌似付近に，軽石混じり火山灰の層相を呈する洞爺火砕流堆積物(最大層厚約22m)が認められる。
○共和町幌似付近よりもより敷地に近接する岩内平野西部及び敷地を越えた積丹半島西岸に認められるMIS5eの海成段丘(Mm1段丘)堆積

物上位に，洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物が認められ，当該堆積物を火砕サージ由来か降下火砕物由来か厳密に区分
することは難しい(以降，火砕サージと軽石が混じる洞爺火砕流を区別して取り扱う場合は，後者を「火砕流本体」と呼称する)。

［敷地］
○主に火山砕屑物からなる堆積物若しくは軽石を含む堆積物は認められない。
○Mm1段丘堆積物(上面標高約24m)上位の陸上堆積物には，その上面，基底面又は当該堆積物中に，洞爺火砕流の到達を示唆する侵食

面は認められない。

○共和町幌似付近以西において洞爺火砕流堆積物を確認している文献はないが，推定に基づき，岩内湾までの分布を示す文献が認められる(前頁
参照)。

○当社地質調査及び文献調査による検討の結果，洞爺火砕流堆積物の火口からの距離と層厚の関係には，洞爺カルデラから概ね敷地方向(北
～北西方向)に位置する地点に限定した場合，明瞭な傾向は認められないが，大局的には，距離の増加に応じ層厚が小さくなる傾向が認めら
れる(詳細はR5.7.7審査会合補足説明資料2の3章参照)。

○このため，共和町幌似付近において火砕流本体の最大層厚が約22mあることを踏まえると，火砕流本体は層厚を減じながら幌似付近を越えた
範囲に到達していた可能性も考えられる。

○また，岩内平野西部において，堀株川付近に，洞爺火砕流堆積物堆積以降に堆積した沖積層が認められる。
○これらの状況に加え，断面図を用いた検討の結果(次頁～P312参照)を踏まえると，火砕流本体は，岩内平野西部において確認されないものの，

共和町幌似付近を越えて堀株川沿いの低地を流下し，現在の岩内湾に到達した後，削剥された可能性を否定できない。

○敷地近傍の共和町幌似付近では，軽石が混じる火砕流本体が認められる。
○火砕流本体は，より敷地に近接する岩内平野西部には認められないが，沖積層が分布すること等から，堀株川沿いの低地を流下し，現在の岩

内湾に到達した後，削剥された可能性を否定できない。
○堀株川沿いの延長方向に敷地は位置し，敷地には火砕流本体又は火砕サージの到達を示唆する堆積物等は認められないが，敷地のうちMm1

段丘(MIS5e)より低標高側(海側)については，1,2号炉建設前は，標高0m付近に波食棚が分布する状況であったことから(P312参照)，
MIS5e(Mm1段丘)より新しい時代の堆積物は保存されておらず，堀株川沿いの低地に流下した火砕流本体が敷地に到達した可能性について
検討できない状況である。

○また，敷地を挟む岩内平野西部及び積丹半島西岸においては，Mm1段丘堆積物上位に洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物が
認められ，当該堆積物を火砕サージ由来か降下火砕物由来か厳密に区分することは難しい。

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(1/6) 一部修正(R5/7/7審査会合)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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1c

岩内台地

A-1B-1

B-3

B-4

B-5

B-6

B-7

C-1

C-2

堀株川

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-3

泊発電所

共和町幌似

泥川一の川

2’

2
露頭①

1’

1a

1

1b

1b’

1a’
1c’

J I H G

F

E

D

C

B

A

C-3

露頭②

B-2

調査位置図
： 氾濫原堆積物(沖積層)が認められる調査地点

○共和町幌似付近から堀株川沿いに下流に向かう1-1’断面図及び岩内平野西部において堀株川に直交する2-2’断面図を作成し，堀
株川付近の堆積物の確認を行った。

○断面図作成に当たっては，以下の地点における露頭調査及びボーリング調査結果を用いた(露頭調査及びボーリング調査結果の詳細は，
2.3.2章並びにR5.7.7審査会合補足説明資料2の1.1章及び1.3章参照)。
・1-1’断面 ： B-5地点，C-2地点，C-3地点，H26共和-7地点
・2-2’断面 ： 梨野舞納地点，H26共和-5地点，H26共和-6地点，H26共和-4地点，H26共和-3地点

○なお，堀株川沿いの1-1’断面図については，周囲の地形状況も把握するため，以下に示す同じく堀株川に平行な地形断面についても，
併せて示した。
・1a-1a’断面 ： 軽石が混じる火砕流本体が認められるB-5地点及びC-2地点付近を通る断面
・1b-1b’断面 ： 1a-1a’断面よりも山側において共和台地を通る断面
・1c-1c’断面 ： 岩内台地を通る断面

一部修正(R5/1/20審査会合)

※梨野舞納地点で実施したボーリング調査位置と同位置において露
頭を確認しており，その露頭では，火砕サージ由来か降下火砕物由
来かを厳密に区分することは難しい洞爺火山灰(Toya)の火山ガラ
スを多く含む堆積物を確認している。

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(2/6)

共和台地

梨野舞納※

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1
H26共和-4

岩内平野

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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【1-1’断面】(次頁参照)
○幌似付近のB-5及びC-2地点においては，軽石が混じる火砕流本体が認められ，C-2地点付近で層厚が急減する。
○また，C-2地点においては，氾濫原堆積物(沖積層)も認められ，軽石が混じる火砕流本体及びその二次堆積物を覆って堆積する。
○C-2地点と近接するC-3地点においては，岩内層の上位に氾濫原堆積物(沖積層)が認められる。
○C-3地点より下流側に位置するH26共和-7地点においては，岩内層の上位に海成堆積物(沖積層)が認められる。

【2-2’断面】(P311参照)
○岩内台地に位置する梨野舞納地点においては，Mm1段丘堆積物(上面標高約22m)の上位に，陸成層が認められる。
○陸成層の上位には，火山灰質砂質シルト層が整合関係で認められる。
○火山灰質砂質シルト層については，火山灰分析(組成分析及び屈折率測定)の結果，火砕サージ由来か降下火砕物由来か厳密に区

分することは難しい洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物に区分される(R5.7.7審査会合補足説明資料2の1.3章参照)。
○火山灰質砂質シルト層の上面，基底面又は当該層中に侵食面は認められないことから，火砕流本体は到達していないものと判断され

る。
○堀株川付近に位置するH26共和-5及びH26共和-6地点においては，岩内層の上位に，海成堆積物(沖積層)が認められる。
○堀株川付近に位置するH26共和-4地点においては，岩内層の上位に扇状地性堆積物が認められる。
○H26共和-3地点においては，発足層の上位に，扇状地性堆積物が認められる。

一部修正(R5/1/20審査会合)③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(3/6)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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拡大図
(C-2(軽石が混じる火砕流本体～氾

濫原堆積物(沖積層) 抜粋))
拡大図

(H26共和-7(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

EL＝-10m

0

EL=30m

40

EL=10m

EL=0m

拡大図
(C-3(氾濫原堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(B-5(軽石が混じる
火砕流本体 抜粋))

洞爺火砕流
二次堆積物

洞爺火砕流
本体

氾濫原
堆積物
(沖積層)

凡例

(層相区分)

(地層区分)
5652calBC - 5522calBC

(貝殻) 

5531calBC - 5478calBC
(炭化物)

： 軽石が混じる洞爺火砕流本体
： 氾濫原堆積物(沖積層)
： 海成堆積物(沖積層)

H26共和-7
（投影）

C-2
（投影）

1

30

折れ点

1-1’断面

J B AD CEH G FI

1a-1a’断面

1b-1b’断面

C-3
（投影）

B-5
（投影）

1-1’断面図

1c-1c’断面

←NW SE→←W E→

C-2地点付近で軽石が混じる
火砕流堆積物本体の層厚が
急減する。

： 洞爺火砕流本体の基底
： 沖積層の基底

氾濫原堆積物(沖積層)も認められ，軽石が混
じる火砕流本体及びその二次堆積物を覆って
堆積する。

岩内層の上位に氾濫原堆積
物(沖積層)が認められる。

岩内層の上位に海成堆積物
(沖積層)が認められる。

火砕流本体は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以降の氷期に削剥され，その後，氾濫
原堆積物(沖積層)及び海成堆積物(沖積層)が堆積した可能性を否定できない。

火砕流は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以降の氷期に削剥された可能性を否定できない範囲 軽石が混じる火砕流
本体が確認される範囲

一部修正(R5/1/20審査会合)

1’1

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(4/6)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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凡例

(層相区分)

(地層区分)

(細砂・中砂の細互層)

2’2

ボーリング
（投影）

H26共和-6
（投影）

H26共和-5
（投影）

梨野舞納

H26共和-4
（投影）

H26共和-3
（投影）

2-2’断面図
1

30

堀株川

1-1’断面交点

Mm1段丘堆積物(上面標高約
22m)の上位に，陸成層が認め
られる。

露頭
（投影）

陸成層の上位には，火山
灰質砂質シルト層が整合
関係で認められ，火砕
サージ由来か降下火砕
物由来か厳密に区分す
ることは難しい洞爺火山
灰(Toya)の火山ガラスを
多く含む堆積物に区分さ
れる。

Mm1段丘堆積物の上面標高：約22m

岩内層の上位に，海成堆積
物(沖積層)が認められる。

←SW NE→

： 海成堆積物(沖積層)
： 扇状地性堆積物

EL=30m

EL=10m

EL=0m

EL=-10m

40

0

30

EL=20m

火山灰質
砂質シルト

拡大図
(梨野舞納露頭

(陸成層及び火山灰質シルト層 抜粋))

拡大図
(H26共和-5

(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(H26共和-6

(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(H26共和-4(扇状地性堆積物 抜粋))

拡大図
(H26共和-3(扇状地性堆積物 抜粋))

陸成層

発足層の上位に，扇状地
性堆積物が認められる

火砕サージ由来か降
下火砕物由来か厳密
に区分することは難し
い洞爺火山灰(Toya)
の火山ガラスを多く含
む堆積物。

岩内層の上位に扇状地
性堆積物が認められる。

火砕流本体は旧堀株川が下刻した低地に
堆積し，以降の氷期に削剥され，その後，海
成堆積物(沖積層)又は扇状地性堆積物が
堆積した可能性を否定できない。火山灰質砂質シルト層の上

面，基底面又は当該層中に
侵食面は認められないこと
から，火砕流本体は到達し
ていないものと判断される。

洞爺火砕流堆積物の下位の層準である
発足層の上面標高(約29m)が，火砕流
本体が到達していないと判断される梨野
舞納地点に認められる火山灰質砂質シ
ルト層の分布標高よりも高標高に位置す
ることから，同様に火砕流本体は到達し
ていないものと判断される。

火砕流本体は到達して
いないものと判断される

範囲

火砕流本体は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以降
の氷期に削剥された可能性を否定できない範囲 火砕流本体は到達して

いないものと判断される
範囲

一部修正(R5/1/20審査会合)③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(5/6)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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改変前の敷地の地形

Mm1段丘面

Hm3段丘面

Hm2段丘面

Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

B地点

C地点

D地点
E地点

F地点

G地点

F-11断層開削調査箇所

A-2

A-1

C-1

C-2 C-3

A-3

F-1断層開削調査箇所

F-1断層開削調査箇所
近傍露頭2

F-1断層開削調査箇所
近傍露頭1

Hm1段丘露頭

F-3断層開削調査箇所

F-4断層開削調査箇所

H30追加調査範囲

当図は，当社航空測量により作成

A地点
(茶津地点)

３号炉

１号炉 ２号炉開削調査箇所
(北側) 開削調査箇所

(南側)

共和町
幌似方向

Mm1段丘より
高標高側(山側)

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

Mm1段丘より
低標高側(海側)

Mm1段丘露頭

一部修正(H30/5/11審査会合)③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(6/6)

３. 巨大噴火に伴う火砕流が敷地に到達した可能性評価
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４．１ 巨大噴火の可能性評価

地下構造に関する文献(Nakajima et al.(2001)及び中道(2022))(1/4) 一部修正(R3/10/14審査会合)

【Nakajima et al.(2001)】
○地震波速度構造から東北日本におけるメルトの存在を推定している，Nakajima et al.(2001)をレビューした。

・Nakajima et al.(2001)によれば，東北日本では低速度帯が沈み込む太平洋スラブの下降方向とほぼ平行に分布し、背弧側のマ
ントルウェッジの深部から活火山直下の地殻まで連続的に広がっているとされている(P318左図)。

・この活火山直下の低速度領域において，Vp/Vs比は上部地殻では低く(平均1.66)，下部地殻(同1.79)と最上部マントル(同
1.85)では高くなっており，特に最上部マントルでは，火山フロントに沿って高Vp/Vs領域が連続的に分布しているとされている
(P318右図)。

・活火山直下の速度異常の原因について考察するため，岩石中の亀裂に存在する水又はメルトの割合に応じて，上部地殻，下部地
殻，最上部マントル各層の地震波速度がどのように変化するかを計算したとされている(P319参照)。

・その結果，上部地殻で観測された速度異常(低Vp，低Vsかつ低Vp/Vs)は数％の水の存在でしか説明できないため，上部地殻内
には少なくともトモグラフィの空間分解能を超える規模の部分溶融域は存在しないと推定されている。

・下部地殻及び最上部マントルで観測された速度異常(低Vp，低Vsかつ高Vp/Vs)は，数％のメルトの存在で説明できるとされている。
・この速度異常(低Vp，低Vsかつ高Vp/Vs)は，数％の水の存在でも説明できるように見えるが，数％の水を含む亀裂のアスペクト比
は非常に小さいとされ，この地域には数百年前に噴火したものも含め多くの第四紀火山があり，活火山直下のマントルウェッジにメ
ルトが分布していると推定している文献があることも踏まえると，下部地殻や最上部マントルの速度異常(低Vp，低Vsかつ高
Vp/Vs)はメルトによるものとする方が適当であるとされている。

・速度異常域の分布の特徴から，最上部マントルでは火山フロントに沿って連続的に部分溶融域が拡がっており，下部地殻では活火
山直下に部分溶融域が点在すると推定されている。

(次頁へ続く)
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○Nakajima et al.(2001)に基づくと，東北日本においては，活火山直下において，低速度領域が背弧下のマントルウェッジ内の広範囲に
分布している。

○Nakajima et al.(2001)に基づくと，活火山直下の上部地殻で観測される低Vp，低Vsかつ低Vp/Vs領域は水の存在でしか説明できない
とされていることから，同領域は水の存在を示唆するものと判断される。

○また，最上部マントルから下部地殻で観測される低Vp，低Vsかつ高Vp/Vs領域は，メルトによるものとする方が適当であるであるとされて
いることから，本検討(地震波速度構造の観点からの地下構造の確認)においては，同領域はメルトの存在を示唆するものとして取り扱う。

○これらの低Vp，低Vsかつ低Vp/Vs領域が水の存在を示唆し，低Vp，低Vsかつ高Vp/Vs領域がメルトの存在を示唆するものであるとする
ことは，中道(2022)の記載と調和的である。

○このため，地震波速度構造については，火山直下の上部地殻にマグマ溜まり及びその周囲に分布する部分溶融域中のメルトの存在を示
唆する顕著な低Vpかつ高Vp/Vs領域が存在するか否かを確認する。

一部修正(R3/10/14審査会合)

【中道(2022)】
○火山における地震波速度構造の解釈等について至近の知見を解説している中道(2022)をレビューした。

・中道(2022)によれば，火山直下の低Vp，低Vsかつ高Vp/Vs領域は，岩石が溶融した部分※の存在として火山学的に解釈される
ことが多いとされている(下表参照)。

・一方，低Vp，低Vsかつ低Vp/Vs領域については，水の存在や岩石内のクラック内へのガス充填がある領域として解釈されていると
されている(下表参照)。

(前頁からの続き)

Vp，Vs，Vp/Vs異常域の解釈(中道(2022)に加筆)

メルト

超臨界流体

解釈深度

※中道(2022)によれば，「岩石が溶融した部分」はメルト，「超臨界流体」は水又は二酸化炭素とされている。

４．１ 巨大噴火の可能性評価

地下構造に関する文献(Nakajima et al.(2001)及び中道(2022))(2/4)
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東北日本における地震波速度構造(鉛直断面)
(Nakajima et al.(2001) に加筆)

D
D’E

E’
F

F’

▲ 活火山
微小地震
深部低周波微小地震

凡 例

●

モホ面

コンラッド面

太平洋スラブ上面
太平洋スラブ下面

低速度帯が背弧側
のマントルウェッジの
深部から活火山直
下の地殻まで連続
的に広がっている

一部修正(R3/10/14審査会合)

東北日本における地震波速度構造(水平断面)(Nakajima et al.(2001) に加筆)

10km
(上部地殻)

25km
(下部地殻)

40km
(最上部マントル)

△
■

活火山
群発地震
深部低周波微小地震

凡 例

【火山フロントに
沿った下部地殻】

低Vp，低Vs，高
Vp/Vsは，メルトの
存在を示唆する

【火山フロントに
沿った上部地殻】

低Vp，低Vs，低
Vp/Vsは，水の存
在を示唆する

【火山フロントに沿った
最上部マントル】

低Vp，低Vs，高Vp/Vs
は，大量のメルトの存在
を示唆する

４．１ 巨大噴火の可能性評価

地下構造に関する文献(Nakajima et al.(2001)及び中道(2022))(3/4)
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岩石中の流体で満たされた亀裂による地震波速度の変化
(a)，(c)，(e)：Vp/Vs と Vp の関係

(b)，(d)，(f)：Vp と流体の体積分率の関係
(Nakajima et al.(2001)に加筆)

上部地殻

下部地殻

最上部マントル

水
メルト

【Nakajima et al.(2001)における活火山直下の速度異常の原因につい
ての考察手順※】

①上限地震波速度の設定
東北地方における地震波トモグラフィ解析結果に基づき，上部地殻，下
部地殻及び最上部マントルの速度分布を求め，各層の上限地震波速
度(岩石中に亀裂を含まない場合の速度，左図青○)を設定する。

②水又はメルトの存在による速度変化の計算
岩石中の亀裂に水又はメルトが存在することによる上記①上限地震波
速度からの速度変化(Vp及びVp/Vs)を亀裂のアスペクト比αごとに計
算する。
(左図中の実線は水，破線はメルトが存在した場合の速度変化を示す)
・水又はメルトの体積分率に応じてVpが低下する(左図(b)，(d)，(f))。
・Vpの低下に応じてVp/Vsが変化する(左図(a)，(c)，(e))。

③活火山直下の平均地震波速度との比較
・上部地殻では低Vpかつ低Vp/Vs(左図(a)の★)であり，水の存在で
しか説明できない(メルトであれば高Vp/Vsとなる)。

・下部地殻，最上部マントルでは，低Vpかつ高Vp/Vs (左図(c)及び
(e)の★)であり，メルトによるものとする方が適当である。

←★

←★

←★

α：岩石中の亀裂のアスペクト比
○：各層の上限地震波速度
★：活火山直下の低速度領域における平均地震波速度

※Nakajima et al.(2001)の記載を踏まえ当社で整理したもの。

一部修正(R5/1/20審査会合)

４．１ 巨大噴火の可能性評価

地下構造に関する文献(Nakajima et al.(2001)及び中道(2022))(4/4)
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【Kita et al.(2014)】
○Nakajima et al.(2001)は，東北日本における地下構造の特徴を示していることから，北海道における地下構造(地震波減衰構造)を示しているKita 

et al.(2014)をレビューした。
・Kita et al.(2014)によれば，高減衰域が北海道東部および南部の背弧下のマントルウェッジ内に明瞭に示されるとされている。
・マントルウェッジ内における高減衰域は，Zhao et al.(2012)で示された低速度領域と一致するとされている。
・マントルウェッジ内は，低速度領域かつ高減衰域であるとされている。

北海道における地震波減衰構造(水平断面)(Kita et al.(2014)に加筆)
※各深度断面から深度方向±5kmの範囲の地震をプロット

△ 活火山，第四紀火山
震源※

深部低周波地震震源※

太平洋プレート表面の等深線

凡 例

低減衰←← →→高減衰

Ｑｐ：地震波減衰係数

北海道における地震波減衰構造(鉛直断面)(Kita et al.(2014)に加筆)

活火山，第四紀火山
震源※

深部低周波地震震源※

凡 例

※各深度断面から深度方向±5kmの範囲の地震をプロット

地下構造に関する文献(Kita et al.，2014)(1/2) 一部修正(R3/10/14審査会合)

高減衰域が背弧下のマントル
ウェッジ内に明瞭に示される

断面位置図

北海道南部 北海道東部

低減衰←← →→高減衰

Ｑｐ：地震波減衰係数

○Kita et al.(2014)においては，北海道の背弧側に低速度かつ高減衰域を示すマントルウェッジが存在
するとされ，東北日本弧の延長部である北海道南部(本頁右図q，r断面付近)及び千島弧に属する北
海道東部(本頁右図d断面付近及び次頁左図)においては，何れも同様の傾向が認められる。

○これは中島(2017)に示される東北日本の流体移動経路の模式図(次頁右図)とも同様であることか
ら，北海道南部及び東部は東北日本と共通したマグマ供給システムを有すると判断される。

○このため，Nakajima et al.(2001)が，東北日本において水又はメルトの存在を示唆するとしている地
震波速度構造(P316～P319参照)の特徴が北海道南部及び東部においても同様であると判断される。

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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マントルウェッジ
(低速度領域かつ高減衰域)

北海道における流体移動経路の鉛直断面模式図(Kita et al.(2014)に加筆) 東北日本における流体移動経路の鉛直断面模式図(中島(2017)に加筆)

マントルウェッジ
(低速度領域かつ高減衰域)

再掲(R3/10/14審査会合)

４．１ 巨大噴火の可能性評価

地下構造に関する文献(Kita et al.，2014)(2/2)
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○Ueda et al.(2003)に基づくと，1993年北海道南西沖地震後の地殻変動は，北海道南西部の西進，奥尻島の沈下，渡島半島の隆起
によって特徴づけられるとされている。

○支笏カルデラ，倶多楽・登別火山群及び洞爺カルデラが位置する北海道南部(東北日本弧延長部)は，太平洋プレートの沈み込み，余効
変動等様々な効果を受けていると考えられる。

【Ueda et al.(2003)】
○1993年北海道南西沖地震の余効変動について整理されているUeda et al.(2003)をレビューした。

・Ueda et al.(2003)によれば，1993年北海道南西沖地震後の地殻変動は，北海道南西部の西進，奥尻島の沈下，渡島半島の隆起
によって特徴づけられるとされている(鉛直変位については，次頁図中の黒矢印参照)。

・一般に大地震後の地殻変動は，余効すべり(afterslip)と粘弾性緩和(viscoelastic relaxation)のどちらかが支配的と想定されるとされ
ている。

・北海道南西沖地震後の地殻変動は，単純な3層構造における地震時応力変化による粘弾性緩和で説明できることがわかったが，余効
すべりでは，非現実的な仮定を採用しないと変形を説明することができないとされている。

・この結果は，地震後の変形のメカニズムとして，明らかに粘弾性緩和が支配的であったことを示しているとされている。
・図中に見られるいくつかの差異(次頁図中の観測値(黒矢印)と計算値(白矢印)との差異)は，粘性の横方向の変化や太平洋プレート
の沈み込み等，他の効果に起因している可能性があるとされている。

地殻変動に関する文献(Ueda et al.，2003)(1/2) 一部修正(R5/1/20審査会合)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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電子基準点及び奥尻検潮所の鉛直変位速度(Ueda et al.(2003)に加筆)

忍路検潮所

小樽1

瀬棚

：観測値(1995年1月から2000年9月)
：粘弾性緩和モデルによる計算値

(固定局：忍路検潮所)

支笏カルデラ，倶多楽・登別火山群，洞爺カルデラ，
ニセコ・雷電火山群及び羊蹄山周辺拡大図

忍路検潮所

虻田

伊達

洞爺

大滝

小樽1

10ｍｍ/year

一部修正(R5/1/20審査会合)

支笏カルデラ

倶多楽・登別
火山群

洞爺カルデラ

羊蹄山

ニセコ・雷電
火山群

千歳

札幌

白老

京極

蘭越

共和

寿都

４．１ 巨大噴火の可能性評価

地殻変動に関する文献(Ueda et al.，2003)(2/2)
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地殻変動に関する文献(村上ほか，2001)(1/2)

○村上ほか(2001)に基づくと，洞爺カルデラの後カルデラ火山である有珠山西側を中心とした地域と，「虻田」，「伊達」及び「壮瞥」の基
準点を含む有珠山を取り囲む地域では，2000年噴火時に異なる地殻変動が観測されており，当該噴火に伴う，有珠山西側の局所的な
シル及びダイクの形成と，その供給源となる深さ約10kmのマグマ溜まりとの，少なくとも2段階のマグマプロセスを経ていることが推定され
ている。

○有珠山を取り囲む「虻田」，「伊達」及び「壮瞥」を含む基線については，深さ約10kmのマグマ溜まりの挙動から大きな影響を受けており，
噴火直前まではわずかに基線の伸びが生じていたが，噴火発生以降はマグマ溜まりの収縮に伴う沈降及び基線の縮みが生じているもの
と考えられる。

【村上ほか(2001)】
○有珠山を取り囲む基線のGPS連続観測結果及び写真測量，測距・測角観測，水準測量，人工衛星合成開口レーダー画像マッチングによ

る観測等に基づき，2000年有珠山噴火の地殻変動とマグマモデルを整理した村上ほか(2001)をレビューした。
・地震活動が増加した3/27ごろから，「虻田」，「伊達」及び「壮瞥」を含む基線にわずかな伸びが生じ，ほぼ垂直なダイクの貫入が生じた
と推定されている(Phase Ⅰ)。

・3/29から4/3にかけて，「虻田」，「伊達」及び「壮瞥」の基線がそれまでの伸びから縮みに反転し，有珠山西側を中心とした地域では
隆起が生じたとされている。これは，有珠山山頂直下の地下約2-3kmにおいて，水平のマグマの板(シル)が及び有珠山北麓地下にダ
イクが形成され，逆にマグマを放出したため深さ10kmのマグマ溜まりにおいてデフレーション(収縮)が発生したことで説明できるとされ
ている(Phase Ⅱ)。

・4/3から5月下旬にかけては，周囲では変動が減速したが，噴火が発生した有珠山西側では局所的に顕著な隆起が生じたとされてい
る。これは，有珠山西山西麓地下のドーム形成に，マグマが供給され，一方，地下10kmのマグマ溜まりでは，収縮がさらに進行したこと
が推定されるとされている(Phase Ⅲ)。

・5月下旬以降については，有珠山西側では隆起が継続したが，9月ごろには終息したとされている。一方，有珠山を中心とする収縮が
進行し，有珠山地下2-3kmシルの収縮が進んでいることが示唆されるとされている(Phase Ⅳ)。

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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2000年有珠山噴火に伴う地震・地殻変動・マグマモデルの
時系列表(村上ほか，2001)

2000年有珠山噴火のマグマ活動の模式図(村上ほか，2001)

地殻変動に関する文献(村上ほか，2001)(2/2)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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【Itoh et al.(2019)】
○2003年十勝沖地震(Mw8.0)の地震前，地震時及び地震後7.5年間の地殻変動を，陸上GNSSデータと2つの海底圧力計(OBP)を用い

て，粘弾性グリーン関数によるモデル化を行ったItoh et al.(2019)をレビューした。同文献によれば，地震前，地震時及び地震後の北海
道の地殻変動の特徴が以下のように要約されている。
・解析には，2000年有珠山噴火の影響を受けている観測点を用いていないとされている。また，1993年北海道南西沖地震の地殻変動
の影響を取り除いたとされている。

・2003年十勝沖地震以前は概ね内陸方向(北西方向)に移動する水平変位が観測されていたが，地震時に，海溝方向(南東方向)に
反転し，地震後も海溝方向の水平変位が継続しているとされている。

・鉛直変位については，2003年十勝沖地震前は沈降を示し，特に道東地域の太平洋沿岸でその傾向が大きかったとされ，地震時には
震源域(十勝・日高地域)において大きな沈降を示したとされている。地震後は，主に海岸沿いで隆起に転じたとされている。

・北海道のほとんどの観測点で2003年十勝沖地震に伴う余効変動が観測され，地震後7.5年目においてもプレート間固着が2003年以
前の状態には完全には回復していないとされている。

○Itoh et al.(2019)に基づくと，北海道のほぼ全域において2003年十勝沖地震に伴う余効変動が認められ，少なくともその影響が地震
後7.5年間続いているものと考えられる。

○支笏カルデラ及び倶多楽・登別火山群周辺に着目※すると，当該地震によって海溝方向(南東方向)に引き伸ばされる水平変位が生じ，
地震以降も少なくとも7.5年間は同様の傾向が続いているものと推定される。

○鉛直変位については，当該地震以前は沈降傾向を示していたものの，地震後は隆起傾向を示しているものと推定される。

※洞爺カルデラ周辺は，2000年有珠山噴火の影響を考慮して解析から除外されているため，傾向を判断することはできない。

地殻変動に関する文献(Itoh et al.，2019)(1/2)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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GNSS及びOBPによる2003年十勝沖地震前，地震時及び地震後の地殻変動
(a～c：水平変位，d～f：鉛直変位，黒矢印が観測値，赤矢印が計算値)(Itoh et al.(2019)に加筆)

支笏カルデラ周辺

倶多楽・登別火山群周辺

地殻変動に関する文献(Itoh et al.，2019)(2/2)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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【Suito(2018)】
○GNSS連続観測システム(GEONET)及び海底地殻変動観測(SGO)を用いて2011年東北地方太平洋沖地震以降の東日本地域の地殻

変動について整理しているSuito(2018)をレビューした。
・Suito(2018)によれば，2011年東北地方太平洋沖地震以前の1997～2000年については，東北地方全域で西方への水平変位，太
平洋沿岸での沈降，日本海側でのわずかな隆起が認められるとされている。

・地震後の6.5年間においては，東北地方から中部地方の広い範囲において，東方向の水平変位が生じ，東北地方の変形は地震発生
直後が最も大きく，その後，時間の経過とともに徐々に減衰しているとされている。

・地震後の鉛直変位については，内陸部と日本海沿岸部では10cm程度の累積沈下が，奥羽脊梁部ではかなり大きな沈下が，関東・中
部・北海道南部では10cm程度の累積隆起が観測されたとされている(P330参照)。

・地震後の地殻変動を解釈する際には，一般に余効すべり(afterslip)，粘弾性緩和(viscoelastic relaxation，P331参照)，間隙弾性反
発(poroelastic rebound)の3つのメカニズムを考慮する必要があるとされている。

・観測された地殻変動には，余効すべり効果やプレート間の固着効果等，様々な効果が含まれているとされている。
・プレート間の固着効果は，東北地方全域で西方への変位，太平洋岸での沈下及び日本海側でのわずかな隆起をもたらすとされている
(次頁参照)。

○Suito(2018)による2011年東北地方太平洋沖地震以前の1997～2000年の北海道を含む東日本全体の平均変位速度によれば，支
笏カルデラ，倶多楽・登別火山群及び洞爺カルデラが位置する北海道南部(東北日本弧延長部)は，全体的に西方向に向かう水平変
位が認められる。

○同地域における1997～2000年の鉛直変位については，洞爺カルデラ周辺は隆起傾向，支笏カルデラ及び倶多楽・登別火山群周辺の
太平洋側若しくは石狩低地側(東方向)は沈降傾向が認められる※。

○一方で，Suito(2018)による当該地震以降6.5年間の累積変位分布によれば，東北地方においては顕著な東方向の水平変位が生じた
ものの，北海道南部(東北日本弧延長部)は地震に由来すると考えられる顕著な水平変位は観測されていない。

○当該地震以降の鉛直変位については，プレート間の固着効果，余効変動等様々な効果により，総じて隆起傾向である。

一部修正(R5/1/20審査会合)

※Suito(2018)による1997年～2000年間の洞爺カルデラ周辺の隆起傾向に関しては，1993年北海道南西沖地震の余効変動に伴う隆起成分(P322～P323参照)が含まれている可能性があるため，
1993年北海道南西沖地震の影響を取り除いた鉛直変位の傾向を示しているItoh et al.(2019)(P326～P327参照)とは結果が若干異なっているものと考えられる。

地殻変動に関する文献(Suito，2018)(1/4)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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GEONETによる1997年1月から2000年1月までの平均変位速度
(Suito(2018)に加筆)

固定局：福江地点(長崎県)

隆起

沈降
北海道南部拡大図

小樽1

・Suito(2018)によれば，プレート間の固着効果は，東北地方全域で西方への変位，太平洋岸での沈下及び日本海側でのわずかな隆起をもたらすとされている。
・北海道南部(東北日本弧延長部)においては，全体的に西方向に向かう水平変位が認められ，洞爺カルデラ周辺は隆起傾向，支笏カルデラ及び倶多楽・登
別火山群周辺の太平洋側若しくは石狩低地側(東側)は沈降傾向が認められる。

一部修正(R5/1/20審査会合)

倶多楽・登別火山群周辺

支笏カルデラ周辺

洞爺カルデラ周辺

地殻変動に関する文献(Suito，2018)(2/4)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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GEONETによる2011年3月東北地方太平洋沖地震以降6.5年間分の地殻変動
(Suito(2018)に加筆)

洞爺カルデラ
周辺

水平変位 上下変動 固定局：福江地点(長崎県)

隆起沈降

北海道南部(東北日本弧延長部)は，
総じて隆起傾向 小樽1

洞爺

虻田

伊達

大滝

登別

小樽1

北海道南部拡大図

50km

10cm

一部修正(R5/1/20審査会合)

倶多楽・登別
火山群周辺

支笏カルデラ
周辺

白老
苫小牧

千歳

恵庭
札幌

蘭越

共和

寿都

地殻変動に関する文献(Suito，2018)(3/4)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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粘弾性緩和による推定変位速度
(Suito(2018)に加筆)

北海道南部

隆起沈降 隆起沈降 隆起沈降

隆起沈降 隆起沈降

1年後 5年後 10年後

30年後 50年後

再掲(R5/1/20審査会合)地殻変動に関する文献(Suito，2018)(4/4)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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2018年北海道胆振東部地震震源域における
GNSS変位量とモデル計算変位量(Kobayashi et al.(2019)に加筆)

支笏湖

白老

苫小牧

恵庭

千歳

○Kobayashi et al.(2019)に基づくと，2018年北海道胆振
東部地震に伴い，支笏カルデラ周りの電子基準点「千歳」，
「恵庭」，「苫小牧」及び「白老」においては東向きの水平変
位が，「苫小牧」においては沈降の変位が生じたと考えられ
る。

【Kobayashi et al.(2019)】
○干渉SAR解析とGNSS解析を基に2018年北海道胆振東部

地震時の地殻変動と断層モデルを推定したKobayashi et
al.(2019)をレビューした。
・Kobayashi et al.(2019)によれば，最大約7cmの隆起及
び最大約4cmの東向きの変動が震源域(石狩東部断層
帯)の東側で広く観測されたとされている。

・支笏カルデラ周りでは，電子基準点「千歳」，「恵庭」，「苫小
牧」及び「白老」において，東向きの水平変位が観測され，
「苫小牧」においては，顕著な沈降も観測されたとされている。

・InSARとGNSSの観測値を基に，深さ15kmに頂部を持つ東
に74°傾斜した逆断層の断層モデルが推定されたとされ
ている。

地殻変動に関する文献(Kobayashi et al.，2019)

４．１ 巨大噴火の可能性評価
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火山地質図(大場(1960)に加筆)

地質層序表(大場(1960)に加筆)

最新期ニセコ火山群

新期ニセコ火山群

旧期ニセコ火山群

【大場(1960)】
○ニセコ・雷電火山群の地質分布について整理さ

れている大場(1960)をレビューした。
・大場(1960)によれば，ニセコ火山群の地質図
は右図の通りとされている。

・ニセコ火山群の活動は，その地形および噴出物
の岩石学的特性を見て，3期にわけることができ
るとされている(下表参照)。

一部修正(H25/11/13審査会合)

岩内岳

ニセコアンヌプリ

ワイスホルン

イワオヌプリ目国内岳

雷電山

シャクナゲ山

ニトヌプリ

約1km

チセヌプリ

ニセコ・雷電火山群の溶岩流を含む火山噴出物の分布範囲及び活動時期に関する文献(大場，1960)

４．２ 火山活動の規模と設計対応不可能な火山事象の評価

○大場(1960)に基づくと，ニセコ・雷電火山群の
火山噴出物は，敷地まで到達していない。

○現在の活動中心であるイワオヌプリの火山噴出物
の最大到達距離は約1kmである。
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各火山群を構成する火山体の活動時期

【日本地質学会編(2010)】
○ニセコ・雷電火山群の活動時期については，「古期火山群」，「中期火山群」及び「新期火山群」に分類されている。
○各火山群を構成する火山体の活動時期は下表のように示されている。

活動時期火山体火山群

2.03±0.28Ma-0.99±0.12Ma雷電火山

古期火山群
1.2±0.2Ma-0.62±0.06Ma目国内岳火山

0.64±0.13Ma-0.5±0.2Ma岩内岳火山

1.3±0.4Ma-0.9±0.3Maワイスホルン火山

0.68±0.04Ma-0.3±0.2Ma白樺岳火山

中期火山群 0.8±0.05Ma-0.30±0.03Maシャクナゲ岳火山

0.69±0.35Ma-0.25±0.13Maニセコアンヌプリ火山

0.3±0.2Ma-<0.2Maチセヌプリ火山

新期火山群 <0.2Maニトヌプリ火山

<0.2Maイワオヌプリ火山

一部修正(H25/11/13審査会合)ニセコ・雷電火山群の活動時期に関する文献(日本地質学会編，2010)

４．２ 火山活動の規模と設計対応不可能な火山事象の評価
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【Oka et al.(2023)】
○ワイスホルン・岩内岳・モイワ山・チセヌプリ・ニトヌプリ・イワオヌプリの各火山については，新たに年代測定を実施したとされている。
○年代測定の結果，岩石の年代はそれぞれ，雷電山・ワイスホルン・岩内岳が>0.5Ma，白樺山・シャクナゲ岳・ニセコアンヌプリが0.5～

0.1Ma，イワオヌプリ・チセヌプリ・ニトヌプリが<0.1Ma～<10kaとされている。
○活動年代を基に，雷電山・ワイスホルン・岩内岳をearly stage，チセヌプリ・ニトヌプリ・イワオヌプリをnewer volcanoesと呼称されている。

ニセコ・雷電火山群の活動時期に関する文献(Oka et al.，2023)

ニセコ・雷電火山群における火山活動の時間的・空間的変化
(Oka et al.(2023)に加筆)

Newer 
volcanoes

Early stage

ニセコ火山群における過去1Maの火山活動分布
(Oka et al.(2023)に加筆)

一部修正(R5/7/7審査会合)

： 試料採取地点

４．２ 火山活動の規模と設計対応不可能な火山事象の評価
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